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は じめ に
今から 5年前、横芝町と光町が一緒になって、横芝光町心、う新い、

町ができました。横芝光町は南を暖流が洗う太平洋に 、 水田が広がる九
十九里平野、北部は下総台地の緑濃い里山がコントラス卜を付け、 町の
中央をゆ った リと栗山川が流れ、 文字通リ山紫水明の地と言えます。 こ
の豊かな土地には古くから人々が住み、様々な営みや文化を育んできま
した。その土地の歴史を知ることは、自分たちの足元を見つめなおし 、
この地に愛着を持っき っ かけになることでしょう。

図解「横芝光町の歴史 1 J では、まず土地の成リ立ちとその地形につ
L 、て取リ上げ、 町の地勢を紹介します。 そして人類がこの地にはじめて

足跡をしるし、町の歴史が始まった旧石器時代から 、 日本の原始時代を
華やかにいろどリ、町内でも多様な文化が栄えた縄文時代までを取リ上
げます。これによって横芝光町にも古くから多くの人々の営みがあリ 、
様々な文化が栄えた歴史があ っ たことを知っ ていただければと思います。

横芝光町教育委員会

教育長井 上 哲
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本書は 、 横芝光町の歴史をわかりやすく紹介しようと考えて 、 執筆・編集
しました 。 そのため、写真や図を多く収録し極力文章を少なく しまし た。
もし 、わからない点や 、.-ll又録 している資料を実際にご覧になリたい時なと\
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横芝光町の歴史年表 (旧石器時代~縄文時代)
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1 .大地の成り立ち

横芝光町は千葉県東部、太
平洋の波が洗うが同輩去さの
中ほどにあリ 、温暖で緑豊か
な農村風景が広がるところで
す。その町の大地は大きくニ

つに分けられ、北西部に塊の

ように点在する台地と、南東

部では海岸に沿って広がる平
要?と母、らなっています。台よ也

は下総台地と呼ばれ、千葉県

の北半分を占める広大な地形

で、平野は九十九里浜の名前

をとって、九十九里平野と呼
ばれています。

太平洋から見た町

の平坦芯畑が広がる台地

下総台地は、

今から 40万年前
くらいから海に

堆積した砂の層
と、その上に赤

土と呼ばれる火

山灰の関東ロー

ム層が堆積し、

その後の河川の

浸食によって今
のようよ也形にな

っています。と

ころが、町内で

はもっと古い地

層が現れている弘元5rあります。通称古川石合の岩礁といわれる小高い丘
と、その南側の浅間神社がある丘です。また、石合の県道を挟んだ西側にも
同じ岩山が見られます。これらの岩は砂が固まってできた層で、よく見ると

とこうぷ三予貝化石を食ん;714 す。この層は今から三百万年ほど前にfE替
した上総層群最下層の黒滝層に相当すると思われ、房総半島の勝浦市や君津
市なとに見られ、山武市成東の急百J1f動院下や岡市平総の岩も同様と考えら
れます。貝化石にはカキやカガミガイなとの;業組並の種類が見られます。こ
の岩石層がなぜこの地域だけ分布するのか、どのくらい古い層なのか、いま

だよく分かっていないところが多〈、今後の研究の課題です。



A.-~. .~骨if， ピ、」

古1'11宕合のiSE主:

下総層群と
総層群との境

母子と小田部の聞の切通し

41子から小面出 lこ抜ける道の針通
しは 、 今でこそ草で護われています
が、 工事で削ったとききれいに地層

が現れτいました。その下半分は 白
っぽL 、炭青L色で硬くなった元忌で 、
上の層とは明確な境を示していまし
た 。 これはi稔通〈詐最上層の杢両仇
層に相当し、 J設甘から南に見られ
ます。

上総層群の上には下総層群と呼ば
中台の台地を構成する地層

れる下総台地を構成する地層が堆積 叫いず.l.-t" i ~ J:州引 きろヲ
しています。 中台の崖の写真では 、 下から上泉層 、 清川層、木下層などの 、
やわらかい砂の層が見られます。 これらの層からはよく貝や象なとの化石

が産出され、 町内からナウマン象の牙の化石が出たど L 寸記録もあります。
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2. 山(台地)の地形
町の北部に分布する台地をよく見ると、平らな畑が広がっている所と、
谷が深〈入リ込んで起伏がある所とがあリます。また低くなっている台
地もあります。このように閉じ台地なのに、様々な地形を示すのは、台

地のでき方に違いがあるからですp それは台地〈、できて古くなるほど浸
食が進みます。また、台地は川の連安とよ砂の品積どによって新しくで
きます。それに よ っで、下の図のような台地が町の中にあリます。
最も古いす総主1f誌は下総台地の大部分をしめ、谷が深〈入って浸食
が進み、丘陵のようになってい ー岨

ます。標高は高い所で40m を越
えます。少し1~ \ 、令官長予租面は
栗山川流域に分布 し、平らな畑
が広がり、台地の周リはあまリ
谷が入っていません。標高は少
し 1~\ 、35m ほどです。千葉段丘
は東西に走る谷の南側に分布し、
町内では小川台と長倉に見られ
ます。標高は20m以下になリま

す。 丘陵のような地形が続く大総の下総台地

ロ
ロ
ロ
ロ

下総台地の地形区分

このような台地には、赤土と呼ばれる関東ローム層や、かつての海に
つもった砂層が堆積しています。下総上位面の台地には砂層の下総層群

4 



(木て息上岩橋層、J君川層、薮層)の上に関東ロームL~Jτ~吉ロー
ム・武蔵野ローム・立l~l ，t子i -t 7 ム)が堆積しています。下総下位面では木
下層を削って堆 す;奇嘗総層に 、 関東ローム層が載っ ています。 千葉段
丘の台地は千葉支主砂喋層が台地を削 っ て堆積し 、 そ の上に関東ローム
層の武蔵野・立川ローム層が堆積しています。 こ の地形の形成と 、 堆積
する地層との関係を示したのが、 下の図です。

層ムロ東関

、
1
1
1
1
1
1
1
4

木下層
下総層群

上岩橋層 /一

ー 一‘ー

上総層群

m f よ繍群 \ " 

横芝光町の地形と地層断面

上空から見た台地の姿
(南北に走る線は栗山川)

ローム層が堆積する台地の地層
(篠本、ひかり工業団地内)
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3. 平野(低地)の地形
平野は町の南東部を占める九十九里平野と、北西部の台地の聞に入る谷

津とがあます。九十九里平野は太平洋の波が洗う九十九里浜に沿うように、

北の飯岡市、ら南の一宮まで延びる海岸平野です。その形成は今から 1 万年
前以降の海面上昇(縄' 会長迭と呼ばれる)で、海面よリ低かった所に海流
で運ばれた土砂が堆積してできたと言われます。また、台地の聞に入る谷

津は、河川が運んだ土砂の堆積によってできていて、海岸平野と共に最終
氷河期以降の温暖期(地質年代では持者事あるいは支薪甚と言う) に形成
されたことから;ナ積平町よも呼If弘之γ ます。九十九里平野は形成される
過程で、海岸の砂堤(砂川)と後背湿地とが交互に並ひ、平坦ながらも;ザ
苧の少し高い微高地と低(後背)湿地とからなっています。今日では微高
地は集落や畑に、低湿地は水田や沼沢地となっていて、土地の利用の違い

で一目で分かリます。また、栗山川流域には、風によって形成された砂丘
も見られます。

九十九里平野の形成年代については、そこに分布する遺跡の年代の違i J

lU♂Z念fってきました。砂川の上に営まれた芝崎薄時三T声遺跡、 1f
山庚申塚遺跡地、らは縄文土器が出土していますが、屋形粉豆遺跡では平安
時代役会~しか出ませんでした。また、台地や第1砂堤列力、伊にある低地
では泥長層がよく発達していて、その中から縄文時代の元米舟が多〈出土
しました。このように遺跡から見た九十九里平野の形成は、縄文時代中こ
ろまでは第1砂堤列、平安時代には第2砂堤列、そして議冶高記長にはほぼ
今と閉じになっていたと思われることが分かりました。

細長く形成された砂州上の遺跡 (中島遺跡)

ハスが繁茂する乾草沼
でいたんそう

水田の下に堆積する泥炭層



栗山川と九十九里平野

九十九里平野の地形区分 台
第
第
第

口
口
口
口

.. fE13j星通
仁コ今の砂浜
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4 . 初めて足跡をしるした人々
(町の歴史の始まり)

町 1 .:: ¥ \つ頃ナら人々が住み始めたか、その手がかりは平成16年、長倉
の鍛治屋台造跡の発掘調査で、今から 3万年前の石器が出土したことか
ら分かりました。石器は地表から 1 mの深さの赤土の中から 、 黒曜石の
破片と一緒に活警が出土しました。石斧は長さ 8cm、 幅 5cmほとの丸み
のある三角形の肩平な形で、刃の部分が擦って鋭〈磨かれていました。
このような石器は日本の旧石器時代では、最も古いものの特長の一つで、
今から 3万年前の地層から出土します。同じ頃の遺跡では、山武市松尾
町四ツ塚遺跡や成田市三里塚宮原第 1 遺跡、など、 本町の近くで多〈見つ
かっています。

篠本出土の石器は 、 今から 2 万 5千年前頃の岩持と言われる 、 刃物と
して使われたと思われるものです。

調査と出土した町内最古の旧石器

篠法出土の2万5千年前の旧石器 (若苅)
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氷河時代の横芝光町の光景

この時代は氷河時代とも呼ばれ、 特に今から 3 ，:". 2 万年前頃は最終氷
期の最も寒かった時で、 北欧やカナターには芙桂月じれず発達して 、 海の水
の多くがそこに堆積し、海面が今よリ 100m以上も下がったと言われて
います。その頃の町の光景を想像して描いたのが上の図です。気温は今

より年平均で 6~ 7.皮低〈、今の北海道のような気候J\ 山にはトドマ
ツやトウヒなどの針葉樹や、ブナやミズナラなどの広兼樹などの森林で
あ った と思われます。その森にはオオツノ ジカが棲み、それを旧石器人

たちは狩猟していたと想像されます。九十九里平野の下は海が次第に低
下していくにしたがって 、 図のように海岸段丘が形成されていたと思わ
れます。そうした低地には草原や湿地が広がり 、ノ、シノ f ミが生え、 シ カ

やで ;fλ ウたちのいい生活の場となっていたことが考えられます。隣町
の多告可志摩では、オオツノジカの化石が出土しています。旧石器人は
こうした動物や木の実を採って 、 生活し
ていたと考えられています。

9 
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寺方遺跡の旧石器出土状況
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みやのまえいせき

宮ノ前遺跡の旧石器出土状況
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ミ守ら 475 |

寺方遺跡出土の旧石器 (ナイフ形石器と棋形右器)
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土の旧石器
(模形石器と台石)
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6 . 最古の縄文土器
手児申からは縄文時代のもっとも古い
創期と呼ばれる 、 今から 1 万 4 千~

1 万年前の時期の、土器や石器が出土
しています。写真の左 2 点は有正尖通
器と呼ばれる槍先か矢の先に着けた石

器で、旧石器時代から縄文時代への変

化の過程にあるものといえます。 右の
縄文時代草創期の土器・石器

(篠本城山遺跡出土)
土器片は 、 同じころの初めて縄目文様 凶叫んよ う
が付けられた土器で、 表面だけでなく裏面にも縄目文様が付けられている

ので 多L結交土器と言われ、 この時期の土器の特徴です。
1 万~7千年前の縄文時代早期になると、遺跡からは住居跡のほかに 、

落とし穴がよく見つかリます。 篠本の神山谷遺跡地、 らは径 3m、深さ 3m

の大きな落とし穴が見っかりました 。 なぜゾウでも落ちそうな大きな穴に、

シカやイノシ シなどを追い落して捕 っ たのか、縄文人のエネルギーが感じ

られます。

縄文時代早期の住居跡と落とし穴 (ともに

命、積文時代早期の土器になると 、 縄目文様のほか、へラで線を描いたリ 、
員殻を使っ て描 L 、た文様の土器が出てきます。この時期の土器の形は、底

部が丸かっ たリ尖っているところから長屋正忌と呼ばれ、 これは土器を柔
らかい地面に突き立てた方が安定したからと考えられます。縄文時代早期
は 3 千年と長〈続L 、たところから 、 作られた土器は形の変化こそ少ないで
すが、 文様が大きく変化しました。初めは縄ゃ紐をさまさまに使っ て 、 い
ろいろな縄目文様が付けられ、 まさに縄文土器と言えました。また城山遺

跡では縄目文様土器包持55色ある土器が、 多量に出土しました。次にへラ
で線捕さhた文様の沈線文土器が続き、その次には赤貝類の貝で器面を飾
っ た条痕文土器と呼ばれる土器が作られました。これらも町内から出土し
ています。



石器では平抑?ものと特定できるものは多くありませんが\庁山谷遺
跡では早期の社徴と言える石斧がまとま っ て出土しました 。 局!平な丸石
のはしす1二り序 いて刃を付けた石みで、早期に多〈見られる石器です 。
また、城山道湖、では矢じりやナイフのような石器が出土していますが、
ほかの時期のも令まれているかもしれません。

宮ノ前遺跡出土の早期の土器

,....". , • ., 

神山谷遺跡出土の早期の土器・石器

., 
‘' 城山遺跡出土の早期の土器

13 
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7 . 縄文土器のいろいろ
約1万年続いた縄文時代には 、 その時々 、 また各地でそれぞれ異なったさ

ま ざまな土器が作られま した 。 早期は前の項で示しましたが、 下に示した写
真は町内から出土した前期から嚇までの土器です。これらの土器には、そ
の特懲正尽きに最初に出土した遺跡の名前をと っ て、 「茄針任式J というよ
うな土器型式と L 寸名前が付L 、ていま す。この土器の変化を表にしたのが、

15ペー ジの図です。

〈ろ，.ましき

黒j兵式
かみやまたにいぜき 司司・r・・・・・F

(神山谷遺跡) 岩ιヲT法律) 落選 I 式 (神山谷遺跡)
前期の土器 縄文やへラ描き文様、ロが山形にな っ て飾リが付く。

(東長山野遺跡) 加曽利E1 式
中期の土器 文様が立体的で複雑になリ 、 形も様々なものがある。

ぼりのうち

堀之内 I 式 (中台遺跡)

うぼやまかいづか

加曽利B2式 (姥山貝塚)

後期の土器 全体に小ぶリで多様な形が増え、文様が平面的になる。

あんぎよう

安行 illa式 (姥山貝塚)
せいち

仁司
まえうら

前浦式 (東長山野遺跡)

晩期の土器 薄〈精般に作られ、文様が細かくなる。
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上空か ら見た姥山貝塚 貝殻が散布する姥山貝塚中央部

虫生駒形遺跡で見つかった小貝塚 東長山野遺跡の住居跡の貝殻
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住居跡から出土した貝殻 貯蔵穴に捨てられた貝殻
(東長山野遺跡)

縄文時代は、旧石器時代とは打って変わって暖かな時代であったと言わ

れ、凍っていた氷河は溶けて海水面が上昇し氷河時代は答忌だったり、
最洋資五だった11&\、所は水没し海水が内陸深くまで侵入しました。これ
を縄支議逢と言い、栗山川流域も海水に浸され、下の図のような、今の
￡波注転進のような光景が広がっていたと想像されます。東京湾では海が
栃木県南部まで入っていたことが、縄文時代の貝塚の分布で分かリました。
この最も海が内陸に入っていたのは縄文時代早期の終わりころ(今から 7

千年前)から、前期(同6千年前)までで、その後、海水に浸っZJ 、た所
や海岸部、 大きな川の河口部には土砂が次第に堆積し陸地や湿地になっ

ていき 、 九十九里平野のような邦議誌込が形成されました。

花町役 『ム伊ぺ酌t<..::
"ι・~す，Z~)

4一一

-、

字、

司、
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9. 縄文人の生活
縄文時代の遺跡では、貝塚が残されているところから、縄文人は主に
員を食べていたと思いがちですが、それだけでなく栗やクルミ、 卜チな
どの木の実や、ヤマイモなとから多 もの炭水惇拘をとっ て L 、たことが、
遺跡から出土したわずかな遺存荷(炭化jh - 支訟)や、花粉努析によって
分かつてきました。横芝光町の隣のぜ義市て壮、丸木舟とともに栗やク
ルミが多く出たと L 寸記録があリ、縄文時代にこれらの木71?表よ 生えて
L 、たと想像されます。縄文人はこれら木の実を主主する日7jく化物、それ
にシカやイノ シシなどの動物、魚や貝などの京芥芸員、それにまだ分かり
ませんが、 フキやセリなどの野の野菜と、身の回りで採れるさまざまな
ものを利用したとすると 、 食生活は豊かで‘あったと考えられます。

東長山野遺跡の中央部 縄文中期の住居跡(東長山野遺跡)

、・ I
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• 
東福の議こ五議出量• 

いしざら

石皿

東長山野遺跡から出土したいろいろな生活用具

東長山野寺跡からは、生活に必要な道具として、納試に使う矢じり
竺本を切る岩手字、木の実をつぶす岩主主、魚を取る縞の違J、身を飾った
耳飾' リなどが出土しました。

liIiIl¥ 

園町
F吋 由&て'軍ゼテパシイ

縄文人の食料

遺跡から出た魚骨
(東長山野遺跡)
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10. 低地に進出した縄文人
縄文時代の中ごろ近くになると、海水て♂浸されていた低地に砂浜や砂川'1

などの陸地ができ、そうした海に近い所に縄文人は進出していきました。

砂川叫刃景勝である芝誌のキ島遺跡や、国道i品、の主交白遺跡からは、中期
から後期初頭の土器が多数出土し、また炉(\、ろリ)の跡も見つかリ、ここ

で生活してい幸三ζ がわかリましたこ。また、低地の中で・ も華や水草が腐ら
ずに堆積した泥炭層からは、丸木舟が出土することがあリます。本町から

隣接の妥吾田丁、目f話市は全国的に、最も多くの丸木舟が出土した地域とし
て知られ、これまでに32最見つかっています。町内でも栗山川流域で q綾
出ていて、高谷ji??主主也遺跡、では丸木舟どともに、権ゃ櫛も出土しています。

中島遺跡出土の縄文後期土器

F1  
芝崎遺跡検出の縄文後期の竪穴 芝崎遺跡出土の縄文後期土器
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多古町志摩で出土

した丸木舟
(写真 多古町教育委員会提供)

三反田遺跡出土の縄文土器 4 

図書館付近で
出土した縄文土器
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